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１．東北関東大震災募金活動 

 
東北関東大震災・大津波発生以来２ヶ月以上が経ちました。 これらの災害
で被災した人たちへの支援・復興にはまだまだ時間が掛かりそうです。３
月の段階で、ヒューストン日本人会を含めた4つの日本関係団体は、一致
団結してJapan Community Coalition of Houston (JCCH)を組織し募金活動
を行っています。ここで集められた募金は一旦全て在ヒューストン日本国

総領事館に送られ、東北関東の救済活動に使用されるよう日本赤十字社に

直接送金されます。今まで、多くの日本人会の方にも募金活動に積極的に

協力してもらっています。また募金総額も予想以上に集まっています。皆

様の支援、復興への思いは必ず日本へ届き、復興への大きな力になると思

います 

２．ジャパンフェスティバル２０１１ 

 
毎年恒例のジャパンフェスティバルが４月９日、１０日ハーマンパークに
て開催されました。今年のジャパンフェスティバルは日本を支援する気持
ちを表すため『がんばれ日本！We are with you』というスローガンを
採用し、ヒューストン日本人会を含めた4つの日本関係団体は連携しあっ



て募金活動を行いました。募金活動の一環で”頑張れJapan”のTシャツや
ブレスレットも作成し、かなりの枚数を販売出来ました。ヒューストン日
本人会ブースでも多くの方からの暖かい声援や募金を頂き、感謝の気持ち
で一杯です。 

３．チャリティーイベントのお知らせ 
５月２６日（木）アコースティック・グループCANNED ACOUSTICAによ
るチャリティ・コンサート 
 
クラリネット奏者の佐々木麻衣子さんの知人のアメリカ人ミュージシャン
達が5月26日に東北地方の震災復興チャリティーコンサートを開催致しま
す。 アコースティック・グループのCANNED ACOUSTICAを中心に
様々な著名なアメリカ人のミュージシャンが募金活動に立ち上がり、コン
サートの入場料５＄を募金に回します。 

今回はクラッシックのコンサートではないので、今までとは違った方達の
入場が見込めます。日本人会からもボランティアを派遣し、受付での募金
活動に協力するとともにTシャツ・ブレスレットを販売する予定ですので、
ご都合の宜しい方は是非参加下さい。 
 
 日時：5月26日(木) 午後７時から10時まで 
 場所：Warehouse Live      
 
813 Saint Emanuel Street Houston, TX 77003     
 (713) 225-5483 
 
４．執行委員の紹介 

執行委員の担当・名前・役割および写真を掲載し、会員の方々に分かりや

すくすると執行委員会で決めましたので、６月号に記載します。 

５．２０１１年４月日本人会執行委員会議事録 
 
日時  0４/５/2011 PM７:30-９:30 
 
１、日本復興支援のための募金活動(武智会長) 

（１）集められた募金はヒューストン日本領事館経由で日本赤十字に送られる。 

（２）募金活動のプロジェクトチームには執行委員全員が参画する。ボランティアの

方々は都度募集していく。 

（３）現在までの募金活動支援実績 

    3月26日オペラ・イン・ザ・ハイツでのミニコンサート（＄２０４）  



    3月27日スケートチームのチャリティ活動 （＄２，８２８）       

      4月2日ヒューストン陶芸家・画家等のチャリティー活動（＄７，０００） 

    4月2日ギャラリアでのコンサート （＄２，００８．６５） 

    4月4日ライス大学でのコンサート （＄８，３１６．００） 

      

２、ジャパンフェスティバル（松村副会長） 

  日本人会からは3つのブースに参加する。メインの日本人会ブースではTシャ 

  ツ販売等の募金活動、フード ブースでは昨年同様にチョコバナナ、綿あめの 

  販売、キッズブースでは子供のゲームを紹介する。。キャンバスに、参加者からメ 

  ッセージや寄せ書きを書いてもらい、メッセージの発信を行う。 

 

３、 収支報告（1月-3月）（高山会計担当委員） 
    高山委員により１̶３月の収支結果が作成される。3月末残高は５０，１７９．４２＄。 

 

４、 行事結果 予定（原プログラム委員） 
ピクニック・テニス大会・テキサス会の延期により５月には親睦会を開催する。６月    

には野球観戦を予定する。 

 

５、 その他（武智会長） 
   (１) 各執行委員の写真・名前・役割紹介 、月間ニュースで紹介する予定。 

   (２) 議事録の開示、決定事項のまとめを出すようにする。     

   (３) 日本語スピーチコンテスト、スカラーシップの証明書などを発行していく。 

 （４） 高場書記長の帰国、5月以降、後任選出の必要性あり。 

   

                          文責：高山宣昭（日本人会書記代理） 

以上 

    

 

６．２０１１年５月日本人会執行委員会議事録 
 

日時：05/17/2011 PM6:30-7:30 

 

1.  募金活動状況、今後の予定（武智会長） 
これまで9つの募金活動を行った。募金イベント集計額は$26,366.65、その

他企業・個人（Ｔシャツ販売含む）の集計額は$35,572.43で、5月11日現在、

合計$61,939.08。今後も執行委員全員がメンバーになって募金活動を継続

して行うことが確認された。今後の予定として、5月26日（アコースティッ

ク演奏会）、7月21日（アジア商工会によるチャリティーコンサート）が挙

げられた。  

 



２．会員報告（代理：武智会長） 

 現在、家族会員53名、個人会員44名、学生会員8名、会員数合計105名。前

年5月時点の会員数60名に比べて大幅に増加。 

 

３．会計報告（代理：武智会長、松村副会長） 

  会計報告のFormat等見直す。Japan festival の収支は、収入3,672.00、支

出は1,921.50で、収益は現在のところ約$1,750.50であるが、今後若干の追

加、訂正が予想される。 

 

４．Japan Festivalの結果、今後の課題（松村副会長） 

 募金に関して、Japan festivalも含めた、これまでの活動は評価できるも

のであった。 

 日本人会ブースの出店準備に関して6か月前からの準備が必要（今回は4カ

月前）。Japan festivalとは別に、秋に日本人会が核になってイベントを

企画するのはどうか（アート関係、募金活動など）との意見が出された。 

 

５．プログラムの予定（代理：武智会長） 

 （１）松本先生の地震の講演は6月に延期。 

  （２）ライス大学の河野先生による“ナノテクノロジー”の講義 

                        （6月総領事公邸）             

 （３）流しそうめん大会（7月総領事公邸）。 

 

６．ホームページの状況（山本広報委員） 

 引き続きトップページに“東北関東大震災に関して”という項目を掲載。 

 会員限定ページは名簿ファイルにそれぞれパスワードを設定し、2重のセキ

ュリティーを設けた。執行委員会メンバーの写真を記載していく。 

 

７．ニュースレターの状況 

 今後の発行迅速化および全員参加の意味で、イベントに参加した人に、そ

の場でアンケートを取ったり、後で記事を書いて頂き事も検討。 

 

8．その他  

 高場書記長転勤に伴う新書記長に西本委員を選任。 

    

    

文責：西本和正（日本人会書記） 

以上 

  

 

 


